
■人口 312,972人［２月末日現在（前年比−652）］ ■火災件数 ７件［２月分（前年比±０）］ ■交通事故件数 798件［２月分］

４月上旬号広 報
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みみの日記念第34回手話劇コンクール

３月１日（土）、「みみの日記念 第34回手話劇コ
ンクール」が文化会館で開催されました。このコン
クールは、聴覚に障害のある人たちの言葉である

「手話」を、より多くの人々に知っていただくため、
３月３日“耳の日”にちなんで開催されるものです。

劇のせりふはすべて「手話」、その表現力の豊か
さが大きな特徴です。舞台下では、声優が演技に合
わせてせりふを言うので、手話の分からない人たち
も一緒に楽しむことができ、会場が一体感に包まれ
ていました。

聴覚に障害のある人もない人も、安心して共に暮
らせる社会の実現
に向けて、さまざ
まな主体と協働
で、啓発や施策に
取り組んでまいり
ます。

市立中学校卒業式

３月７日（金）、市立中学校22校で卒業式が一斉に
行われ、今年は南中学校の卒業式に出席してきまし
た。

卒業生の皆さんは、少し緊張した様子でしたが、
義務教育修了の喜びや達成感を体一杯に感じてい
るようでした。

私からは、卒業生へのはなむけの言葉として、「四
日市こども科学セミナー」の講師として昨年お招き
した古川宇宙飛行士の活躍について話しました。子
どもたちの理科離れが懸念される昨今ですが、科学
技術や宇宙に対する夢や希望が広がり、将来、本市

出身の科学者
や宇宙飛行士
が誕生するこ
とを期待しつ
つ、会場を後に
しました。

こんにちは！トッキーこと、市
長の田中俊行です。
４月は、いろいろな意味でスタ

ートの季節ですね。進学や就職で
新たなスタートを切られた人も多
いと思います。
新年度を迎え、私も、本市の発

展と市民の皆さんの幸せを実現す
るため、全力で取り組む決意を新
たにしています。
市政においては、平成26年度〜

28年度を計画期間とする四日市
市総合計画の「第２次推進計画」

が４月から始まります。
この計画は、今後３年間の具体

的な政策や施策、事業を体系的に
まとめたものです。例えば、１年
間議論をしていただいた「産業活
性化戦略会議」からの報告提言を
踏まえた産業振興のための施策や
防災・減災対策のためのハード・
ソフト事業、また、平成33年に三
重県で開催予定の国民体育大会を
見据えたスポーツ施設の整備な
ど、重点的に力を入れていくべき
事業を位置づけています。
この新しい「第２次推進計画」

を基に、山積する課題を一つずつ
解決しながら、斬新な発想による

夢のある事業にも、果敢に挑戦し
ていきたいと思います。
そして、「安心」「元気・魅力」

「絆」のあるまち、すなわち、総合
計画の都市像「みんなが誇りを持
てるまち四日市」を目指して、力
強く市政を推進してまいりますの
で、市民の皆さんのご支援、ご協
力をよろしくお願いいたします。

第２次推進計画のスタートトッキーの
市政トーク

四日市市長
田中 俊行


